

















　「朝覲」という言葉は『周礼』 『漢書』 『礼記』などの書物に見られる通り、中国から伝わった。 「春見曰
レ朝、 （中
略）秋見曰























いることを踏まえると、こうした儀礼は総合して「家人の礼」 言えるのだろうか、 「君臣の礼」ではないだろうかと疑問を呈され、鈴木景二氏は、朝覲行幸は天皇と太上天皇の政治的緊張を回避して、王権の一体性維持を目指す意義があった 評価されている。つまり孝や礼、家父長的秩序を表す儀礼のみならず、政治的な意義も追求する必要性があるといえよう。　
天皇と太上天皇との間に現実的に君臣関係があるとは想定し難いが、中国や日本の用例において君臣関係のみで
使用される朝覲という語、あるいは拝舞と う行為を、唐の文物の受容に積極的で中国の事情に特に詳しいと考えられる嵯峨が採用した理由を今少し考えてみ 必要があるのではないだろうか。また、朝覲は天皇と太上天皇や皇太后、つまり父母子関係で実施される例が多いものの 平安前期の皇位継承は必ずしも父子ではなく、兄弟間の継承の場合もあり、非父 間でも朝覲は行われている。したがって を家父長的な秩序 明確にする儀礼 のみ位置付けることは果たして妥当なの 疑問に感じら　
以上の点に鑑みて、本報告では二つの問題点を取り上げた。一つは、朝覲行幸の初例の検討である。先行研究の
















おらず、天皇と太上天皇との不和が戦乱に至る可能性 十分にあった。かかる情勢の中で、未だ執政に執着する若き太上天皇と、平城の政策から 転換を図ろうとする嵯峨天皇や側近官僚たちとの間に生ずるであろう対立を回避もしくは緩和し が親和的協調関係にあ と演出することを目指して、あえて臣下が天子に取る朝覲の礼や拝舞という行為を行ったのではないだろうか。　
筧敏生氏や春名宏昭氏の研究によると、日本令では天皇と太上天皇との別を示す規定はなく、両者 差異は不分















レ殿」 （ 『続日本後紀』 ）とあり、淳和院の中庭において仁明天皇と叔父淳和太上天皇は、お互いに拝舞したことが
わかる。一方、四日には天皇が両親 対して朝覲するが、これに先んじて嵯峨太上天皇が淳和院へ赴き、淳和に対して賀している点が注目される。拝舞が行われたとは記されていないため、おそらくは挨拶程度と推察されるが、わざわざ嵯峨が出向いていることを考慮すると、天皇 複数の太上天皇が存在す 場合に、頂点を敢えて明確にしない行為だと考えられ 。これらは、 「知
レ世院国母之外不
二舞踏
一」 （ 『後三条相国抄』 「舞踏事」 ）として家長である
本院と国母のみに天皇の拝舞の対象を限定した白河院政期以降 比較すると非常 興味深い点である。　
ただこれ以降、ほぼ毎年の恒例行事として仁明天皇が朝覲したのは両親たる嵯峨と嘉智子であることを踏まえれ
ば、朝覲行幸が天皇による父母子の礼 実践あるいは儒教思想、なかでも孝思想 前提とし 年中行事とす 先行研究の評価は首肯される。ではなぜこ 時期に朝覲や拝舞が必要とされたのだろうか。　

















































































































































関係でない場合でも実施されるという実態を踏まえると、朝覲行幸は「天皇家における家父長的秩序を明確化する儀礼」だとする通説的理解のみでは、この行幸の成立背景を説明し尽くせないと思われる。本稿では主として政治的背景に着目して、伊予親王事件から薬子の変に至る政治過程において、嵯峨天皇が平城太上天皇とのわだかまりを払拭し、親和的協調関係の構築を目指しつつ、融和的な関係を君臣たちにも知らしめる意図のもとに、天子自らが朝覲や拝舞するという行為を敢えて したのが 朝覲行幸のそもそもの始まりで かったかと考えた。　
そして嵯峨自身の譲位時の行動は、統治権の総攬者、唯一至高の地位としての天皇位の確立を目指すものではあ
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